
都市高速鉄道第10号線

京王電鉄京王線 (笹塚駅～つつじヶ丘駅間)の

連続立体交差化 ・複々線化

および関連側道の都市計画素案等の説明会

開催 日時 :平成 21年 11月 20日 (金)

午後 7時 30分 ～午後 9時 02分

開催場所 :第八中学校体育館 (調布市仙川町 2-15-2)



午後 7時 30分 開 会

,開 会

○司会 (泉谷) 大 変お待たせいたしました。ただいまから都市高速鉄道第10号線京王電

鉄京王線 (笹塚駅～つつじヶ丘駅間)の 連続立体交差化
・複々線化および関連側道の都

市計画素案等の説明会を始めさせていただきます。私、本国の司会を務めさせていただ

きます東京都都市整備局の泉谷と申します。どうぞよろしくお願いいたします。

説明会の進行につきましては、皆様から向かいまして右手に掲示してございます説明

会の式次第に従いまして進めさせていただきたいと存じます。本日は会場の都合もござ

いますので、概ね 9時 をめどに説明会を終了させていただきたいと思います。あらかじ

めご了承のほどよろしくお願いいたします。

それでは説明に入ります前に、本日の配付資料について確認させていただきたいと思

います。事前に皆様のお席には 3種類の資料をお配りしております。まず 1点 目でござ

いますが、こちらにございます 「京王電鉄京王線連続立体交差化
・複々線化および関連

側道計画等について」という、こちらの白いパンフレットでございます。続きまして2

点目になりますが、世田谷区の 「京王線沿線まちづくり通信」、こちらの青いパンフレッ

トになります。最後になりますが、 3点 目です。杉並区の 「京王線沿線まちづくりの基

本的な考え方」、こちらの緑色のパンフレットになります。以上 3点 が配付資料でござい

ます。もしお持ちでない方がいらつしやいましたら、お近くの係員までお申し出くださ

い。よろしいでしようか。  ‐

それでは次に、会場についてご説明いたします。本会場は飲食及び喫煙は禁止となっ

ております。ご協力よろしくお願いいたします。

また トイレでございますが、皆様から向かいまして右手前方にございます、式次第の

ちょうど裏に看板が立っておりますが、あちらがお手洗いになりますので、ご利用のほ

どよろしくお願いいたします。

携帯電話につきましては、説明会の進行の妨げになりますので、電源をお切りいただ

くか、もしくはマナーモー ドに設定していただきますよう、よろしくお願いいたします。

また本 日の説明会でございますが、ご意見や開催状況の確認のため、議事の録音や、

会場内の写真撮影をさせていただきます。こちらもあらかじめご了承のほどよろしくお

願いいたします。

会場の説明につきましては、以上でございます。



,あいさつ

①司会 続 きまして、説明者を代表いたしまして、東京都都市整備局都市基盤部交通企画

課長の小野からごあいさつを申し上げます。

①東京都 (小野) 皆 さんこんばんはsた だいま紹介がございました東京都都市整備局交

通企画課長の小野でございます。説明者を代表いたしまして、
一言あいさつをさせてい

ただきます。

皆様方には本 田お忙しい中、また夜分遅く、また寒いところ、本日の説明会に多くの

方々がご出席いただきまして、誠にありがとうございます。

また、 日頃より東京都、世田谷区、杉並区、調布市などの行政、さらには京王電鉄の

鉄道事業に対しましてひとかたならぬご理解、ご協力、ご支援をいただき、この場をお

借 りいたしまして改めて厚く御礼申し上げます。

さて、本日ご説明させていただきます計画は、地域の皆様と地元区が
一体となりまし

て熱心な要望活動をこの鉄道の立体化に向けて進めてまいりました。また、その実現に

向けましてまちづくりの取組もやつてまいりました。それらを我々も後押しされまして、

この連続立体交差化などの計画につきまして検討を重ねてまいりました。その結果を、

本 日、都市計画の素案という形でご披露させていただきます。

この都市計画の素案は、都市高速鉄道第10号線、いわゆる京王線の笹塚駅から、ご当

地仙川駅までの区間約7.lkmを 連続立体交差化するとともに、笹塚駅からその 1つ先の

つつじヶ丘駅までの区間約8.3kmを 複々線化するものでございます。また、この計画に

関連いたしまして、住宅地の環境保全ですとか、また駅
へのアクセス、防災機能の向上、

このような目的といたしました側道などの整備も図るものでございます。

この計画によりまして、25カ所ございます踏切がすべて除却され、踏切部での日常的

な慢性的な交通渋滞が解消されるとともに、鉄道によつて隔てられております地域が
一

体化されることによりまして、元気で、また安全
・快適なまちづくりが推進されるとい

うふ うに考えております。

また、複々線化によりまして、朝ラッシュ時の混雑の緩和、定時性の確保、また、多

摩地域から都心への所要時間の短縮など、鉄道ネットワ
ークの強化が図られるというふ

うに考えてお ります。

詳しくは、このあと上映させていただきますスライ ド、またお手元にございますパン



フレットなどをご覧いただければと存じます。

ご不明な点につきましては、ご用意しております質疑応答の時間でご質問していただ

きまして、ご理解を深めていただければと思っております。

今後とも、ここにおります東京都、世田谷区、杉並区、京王電鉄を初めといたしまし

た関係者が力を合わせまして、
一日も早い本計画の実現に取り組んでまいります。その

ためには、地域の皆様方のご理解、ご協力、ご支援をいただくことが不可欠でございま

すので、何とぞよろしくお願いいたします。

以上をもちまして、甚だ簡単ではございますけれども、私からのごあいさつとさせて

いただきます。本日はよろしくお願いいたします。

・説明者紹介

○司会 続 きまして、本国の説明者を紹介させていただきます。

まずは東京都でございます。都市整備局都市基盤部交通企画課長の小野です。

①東京都 (小野) 改 めまして、小野でございます。よろしくお願いいたします。

○司会 建 設局道路建設部鉄道立体担当課長の花井です。

①東京都 (花井) 花 井でございます。どうぞよろしくお願いいたします。

①司会 続 きまして、世田谷区でございます。交通政策担当部長の工藤です。

①世田谷区 (工藤) 工 藤です。どうぞよろしくお願いいたします。

①司会 鉄 道立体 ・街づくり調整担当課長の並木です。

○世田谷区 (並木) 並 木でございます。よろしくお願いいたします。

①司会 続 きまして、杉並区でございます。都市整備部調整担当課長の浅井です。

○杉並区 (浅井) 浅 井でございます。よろしくお願いいたします。

○司会 続 きまして、京正電鉄でございます。鉄道事業本部工務部工事計画担当課長の堀

です。

①京工電鉄 (堀) 堀 でございます。よろしくお願いいたします。

①司会 こ のほか、後列には関係職員が控えております。どうぞよろしくお願いいたしま

す。

・計画等の説明

○司会 そ れでは都市計画素案等の説明に入らせていただきます。



本 日は、皆様にわかりやすく説明できますよう、スライ ドをご用意 して
ございます。

スライ ドの上映時間は約35分となってお ります。上映中は照明を落とさせていただきま

すので、ご了承ください。      、

(スライ ド映写にて説明)

○司会 以 上でスライ ドの上映を終了いたします。照明が明るくなるまで少
々お時間がか

か りますが、ご容赦のほどお願いいたします。

・質疑応答

○司会 続 きまして質疑応答に入らせていただきます。司会者から幾つかお願
いがござい

ます。

まず、本 日の説明会でございますが、会場の都合で 9時 までの限られた時間とな
つて

お ります。少 しでも多くの方が質問できますよう、質問される方はなる
べく簡潔にご質

問をいただけますよう、よろしくお願いいたします。

発言に際しましては、マイクをご用意してございます。担当者から
マイクを受け取つ

てからご発言をお願いいたします。また、質問が終わりましたら、マイクのほうは担当

者までお返 しいただけますよう、よろしくお願いいたします。

最後に、恐縮ではございますが、質問される方は、差し支えがなければ、最初におと

ころ、お名前をお聞かせ願えればと存じます。 どうぞよろしくお願いいたします。

それでは、質疑に入らせていただきます。質問される方は挙手をお願いいたします。

それでは、まず、私側から手前側の 1列 目の前列のカ
ーキ色のジャンパーを着ていら

っしゃる方。

●住民 (調布市若菜町 1丁 目
・     調 布市の若美町 1丁 目に住んでお ります口B

■Eと 申します。大きく分けて3点質問させていただきます。

まず、基本的なことですけれ ども、きようは調布市の出席がないのはなぜなんでしょ

うか。私は調布市市民でありまして、それから計画範囲内に調布市が入
つてお りますけ

れ ども、調布市の出席がないのはなぜなのか。

そして、ご存 じのとお り、調布市内では、調布市駅付近の連続立体化工事が進んで
い

るわけでございますけれ ども、それとの整合性、今回の、きよう説明があつた計画と
の

整合性、
一言で言 うと整合性 という言葉になると思いますが、これをどういうふうに図

っていくおつもりなのかがわか りませんじ



それから、やや具体的な質問になりますけれども、先程の説明を見ますと、つつじヶ

丘駅の手前のところで地上に、線増線 とい うんですか、これそもそも線増線というのは

私はどうい う字を書くのかよくわからないとい うのが、本当は伺いたかつたことの 1つ

なんですけれども、その線増線が地上に上がってまい りますが、ちょうどその音F分で今

計画されている外環道が地下でクロスする形になると思いますけれども、それ と何か地

上に上がる、上がらないというのは関係があるんでしょうか。ないんでしょうか。

いろいろ伺いたいことがあるんですが、とりあえずその 3点 について伺わせてくださ

い 。

○司会 た だいまのご質問でございますが、 3点 ということで、まず 1点 目でございます

が、今回の説明会に調布市が出席しない理由についてということがまず 1点 目のご質問

とい うことです。続きまして、 2点 目につきましては、今回の兼案が調布の今やつてい

る連立との整合性はどういうふ うにとられているのかというご質問が 2点 目。 3点 目に

な りますが、 3点 目は、外郭環状道路との関係はどうなっているのかというご質問の 3

点 とい うことでよろしいでしょうか。それでは順に回答をいたします。

①東京都 (小野) そ れでは、口■■■lさんのご質問に対して東京都からお答えさせてい

ただきます。

まず、 1つ 目でございますけれども、この席に調布市さんがなぜいないのかというこ

とでございますが、本日は都市計画の素案の説明会でございます。鉄道施設につきまし

ては東京都が都市計画決定の権
‐
者、都市計画決定をさせていただきます。また、間違4Rl

道に関しましては、ここにおります世田谷区さん、杉並区さんが都市計画決定を行う。

さらに事業者として京王電鉄がここに席におるということで、調布市さんのほうは関連

側道のほうにも今回の計画はございませんので、この席にはおられないということでご

ざいます。

次に 2つ 目でございますけれども、今、確かに調布のほうで地下化で連続立体交差事

業を今進めているところでございます。都市計画的には、今回の併用方式を見ていただ

きますと、今、スクリーンに出ておりますけれども、笹塚駅からずつと高架で行きまし

て、仙川を通 りまして、つつじヶ丘、今、都市計画的には高架のところになっておりま

す。それは、その先に調布のほうでまた潜つていく。柴崎駅を越えまして潜るという形

になっておりますので、計画的には整合をとれております。

それと3つ 目でございますけれども、この絵で外環は今出ておりませんけれども、パ



ンフレットのほうにはたしか外環が出ているかと思います。この線増線といいますのは、

今電車が走っているのは在来線と申しまして、それが立体交差化で上に上がります。そ

れに、複々線化と申しまして、今、 2線 ありますが、4線 にする部分、線が増える部分

がございます、計画的には。それを線増線と言つておりまして、その線増線が地下を通

ります。そうしまして、仙川を越えまして上に上がってくるわけなんですけれども、こ

の計画と、この外環の位置の関係、これは特に外環がここにあるから上に上がっている

というわけではございません。

①司会 そ れでは、そのほかのご質問を受けさせていただきます。ご質問される方、挙手

をお願いいたします。それでは、私のほうから4列 目の列の前から2列 目の男性の方。

●住民 (調布市つつじヶ丘・―  つ つじケ丘の口■■,といいます。今、東京都の方

の説明です と、今の図面がありましたね、併用方式の図面。あれでつつじヶ丘のほうは

計画が生きているという説明でしたけれ ども、生きているんですよね、高架の計画が。

そ うすると、この事業がいつ着手されるかわか りませんけれども、いわゆる説明会とか、

そ うい う手続きがすべて終わつて、市民の合意が全部得られたというときに工事が始ま

りますね。そのときにはつつじヶ丘と柴崎、柴崎の先から地下に入る工事が今進んでい

ますから、合わせてつつじヶ丘 と柴崎も工事が同時に着工するんですか。それ とも、そ

の問だけは、今回、変更に出ていませんから、取り残されちゃうんですか。そこだけお

答えください。

○司会 た だいまのご質問でございますが、つづじヶ丘め駅から柴崎商の計画につ
｀
いてど

のようになっているのかというご質問とい うことで回答させていただきたいと思います。

①東京都 (小野) そ れでは今の質問に対 してお答えを東京都からさせていただきます。

東京都では、重点的、計画的にこの踏切を解消するために、平成16年度に踏切対策基

本方針 とい うものを策定してございます。その中で、重要な踏切が連担しておる場合だ

とかとい うような条件がございまして、鉄道の立体化によつて検討すべき区問というこ

とで、鉄道立体化検討対象区間というのを20区問定めてございます。今回ご説明させて

いただいてお ります笹塚駅から仙川駅間の区間につきましては、その20区間に入つてお

ります。ですので、今回、連続立体交差化または複々線化の計画として都市計画の索案

という形で説明させていただいてお りますが、その先の、例えばつつじヶ丘駅から以西、

柴崎または国領までの間、ここにつきましては、その20区間では位置づけられてはおり

ません。今現在、例えばつつじヶ丘駅のす ぐ西側のところで、今、道路が計画をして、



工事をされてお ります。こういつた 3・ 4・ 9と いうような道路なので
ございますけれ

ども、そ ういつた工事が進められてお りまして、ここは道路の単独立体で
ここは処理を

していくとい うような計画になってお ります。

ですので、ここは都市計画的には昭和44年に、笹塚から調布まで 4線
の高架で都市計

画決定をしてお りまして、随時、調布の部分が都市計画変更を行いまして、今
回、ここ

も都市計画変更を行わせていただこうと思つておるわけですけれども、そ
の残 りの区間

につきましては、都市計画的にはまだ 4線 の高架 として残 りますが、踏切対策基本方針

の中では、そこは道路のほうで勝負をしていくというような計画にな
つてお ります。

●住民 (調布市つつじヶ丘
・
―  関 連 して再質問。

○司会 申 し訳ございません。順を追ってご質問をしていただきたいと思
います。

●住民 (調布市つつじヶ丘
・
―  大 事なことなのよ。関連して。

○司会 申 し訳ございません。そのほかの全体の質問が終わつて、また順番
が回つてきま

したら、ご質問をしていただきたいと思います。

(説明者より、再質問の了承あり)よ ろしいですか。で,ま、もう
一度、関連質問というこ

とで。

●住民 (調布市つつじヶ丘
・
― l 今 、 3・ 4・ 9号線の話が出たんですけれども、

あそこはご存 じのようにすごく狭くて、車が対面すると、人がカ
ニの横ばいをしなけれ

ば通れない状態なんですよね。
一番危険なところで、つつじヶ丘、柴崎は大きな踏切が

4つ 、結局、開かずの踏切になうて残されてしまうんですけれどもt並 行し
てやればい

いんだけど、やらない、道路で勝負すると言つていましたので、そうすると、少なくと

も3・ 4・ 9号 線で京王線のガ
ー ドを拡幅するぐらいの工事は予定があるんですか。こ

の事業が始まった段階で。

○司会 た だいまのご質問ですが、 3・ 4・ 9号 線の整備についてどのように考えて
いる

のかというご質問ということでよろしいでしようか。それでは回答をさせて
いただきま

す。

○東京都 (小野) そ れでは調布 3'4・ 9号 線についてご説明させて
いただきますけれ

ども、この 3'4・ 9号 線で調布市さんが今工事をやられております。調布市さ
んでは、

今後、今年度、
一部区間について設計などを出しまして、来年度中の工事完成を今、目

途にしているというふ うに聞いております。

また、今お話ありました京工線の交差部分、私も何度か足を運んで、確かに今、相互



通行にはなっておりますけれども、かなり狭いところではございます。そこにつきまし

ては、現在、整備が進められておりますその先の柴崎と国領問のところに3・ 4・ 7号

線という、これは都のほうが整備をしている道路なんですけれども、そこの整備状況で

すとか、また、今の暫定で整備する形になつております 3・ 4・ 9号線、これはでき上

がりまして、道路ができたあとの交通状況だとか、そういうのを十分見極めながら、ま

た市の財政状況、こういうのもございますので、それによつて今後の整備について検討

していくというふうに調布市さんからはお聞きしております。

○司会 そ れでは、そのほかのご質問を受けさせていただきます。挙手をお願いいたしま

す。それでは私側の列の前列から4列 目の男性の方。

●住民 (世田谷区松原 1丁 目
・
―  松 原 1丁 目の口■■ といいます。先週から8回 、

この説明会があつたと思いますが、そのうち、きよう私、 5回 目です。ずつと手を挙げ

ていたんですが、なかなか当てられなかつたので、ついつい、ずつと毎日来てしまった

ということであります。たくさんあるんですけれども、 3つ ぐらいに絞つてご意見を伺

いたいと思います。

このプロジェク トは、我々住民にとつては今世紀最大のプロジェク トというふうな位

置づけができると思います。東京都や世田谷区や杉並区の方々にとつては、あるいは京

王さんもそうですけれども、いろんな大きなプロジェク トがありますから、その中の 1

つという位置づけかもしれませんけれども、我々にとつてみたら最大のプロジェクトと

いうことであります。それに参画することはズ変重要だと思つておりまして、それで、

今回、 5回 目、来てしまったということです。

そのときに、
一方で、責任も随分重いだろうと思っています。今回でき上がる構造物

は、今世紀 という100年にとどまらず、200年、300年、後々の人たちに対して影響するプ

ロジェク トだと思います。戦争でも起こらない限り、壊れませんから。とすると、 1世

代30年とすると、100年で 3世代、それから200年で 6～ 7世代の人たちが、今回つくる

構造物の恩恵を受ける
……。

①司会 申 し訳ございません。なるべく簡単にお願いいたします。

●住民 (世田谷区松原 1丁 目
・
―  あ るいは迷惑をこうむるということになると思

います。

それで、最初の質問ですけれども、後々、こんな迷惑なものをつくつて仕方ないじゃ

んというふうに言われないようなものを我々はつくりたいんですけれども、同じような



認識を東京都、世田谷区、それから私企業ですから京王さんも区や都とは違うかもしれ

ませんけれども、そちらの方々も同じように決意を持ってやつていただきたいと思いま

すが、その辺のことを確認したいということです。

2つ 目は、先程の 3つ の方法を、「構造形式の選定①」 というスライ ドがありました

が、あそこで併用方式を選んだということが説明されましたけれ ども、そこには環境的

な条件が考慮されていませんので、これはちょつと納得 しがたいところであります。環

境アセスメン トをこのあとするわけですから、それでいいじやないかということですけ

れ ども、環境アセスメン トをした結果、結局、コス トが高くなってしまつたということ

になると、地下案 と併用案 との比較の問題ですけれども、比較が変化が起きてくるんじ

ゃないかと思います。

例えば、素人ですけれ ども、このいただいた資料を見ます と、標準横断図の
一般部の

ところですね。駅部 じゃなくて
一般部のところで見ます と、電車の両サイ ドに壁があり

ますが、これは約 1.5mと なっています。今後、環境アセスメン トをやつたときに、騒音

対策とい うようなことを考えたときに、この壁の高さで十分なのかどうか。例えば、小

田急線の梅ケ丘あた りを見ます と、もつと高い壁が立っていると思います。これの2倍

か 3倍 の高い壁になると思います。そ うすると、その分だけコス トも上がるでしようし、

それから壁が高くなれば、北側の鉄道付属街路ももう少 し広めに取らなきゃいけないと

いうことになるでしょうし、そ うなると、コス トが増える。2,200億円よりも多くなるん

じゃないかとい うふ うなことが想像できます。

それから、同じくこのページの……。

①司会 申 し訳ございません。なるべく簡潔に質問のほうをお願いいたします。

●住民 (世田谷区松原 1丁 目 ・―  線 増線のほうですね。地下のほうの絵を見ます

と、これは地上に出るところが全くありませんので、両サイ ド以外はありませんので、

仮にこの真ん中の部分で電車が停まっちゃつたときに、乗客はどうやつて避難するのか

とい うことが′い配 されます。ということは、各駅に上に階段をつけるとか、エレベ
ータ

ーをつけるとか、そ うい う工事が必要になってくるのかどうか。そういつた安全性のこ

とも考えたときに、ここで積算されているよりも多くのコス トがかかるんじゃないかと

思 うんです。そ ういつたことを合わせたところで、また再度、どの案がいいのかという

のを説明していただくような機会をぜひつくつてほしいというのが要望ですね。それに

ついてどうお考えになるか、お聞きしたいと思います3



それから3つ 目は、この次のスライ ドにあつたと思いますが、構造形式の選定の
……。

①司会 申 し訳ございません。時間もありませんので、できるだけ簡潔にお願いいたしま

す n

●住民 (世田谷区松原 1丁 目
・
コ  は い=こ れで併用方式と高架方式とでは併用方

式を採用したというところで、用地面積が少なくて済むからという説明がありましたけ
ヽ

れ ども、これは本当に正しい選択だと思います。この用地面積のほかに、仮に別の要素

もあれば、それを教えていただきたいと思います。

この 3点 です。ちよつと長くなって恐縮ですが、よろしくお願いします。

①司会 た だいまのご質問でございますが、まず 1点 目につきましては、後世に残してい

くとい う視点でこの計画をどのように考えているのかというご質問が 1点。 2点 目につ

きましては、騒音対策であつた り、地下に潜る線の安全性についての考え方はどのよう

にしているのかとい うご質問が 2点 目。 3点 目については、高架式と併用式の比較につ

いての考え方、比較設計上の環境面の側面も踏まえた上でどのように考えているのかと

い う、そ うい う側面も踏まえた上で、説明会の開催予定があるかないかとい うご質問と

い うことでよろしいでしょうか。それでは、 3点 のご質問に回答いた します。

○東京都 (小野) そ れでは■■Bさ んのご質問に対しまして、私のほうから2点 、ご説

明をさせていただきたいと思います。

まず、 1つ 目を口■■ さんが最初におつしゃつた、これは100年の計 じゃありません

けれども、大変な事業なんだとをまさにそのどおりでございます。ですので、我々東京

都も、ここにおります世田谷区、杉並区、そして京工電鉄も、これについてはまさに連

続立体交差化もそうですし、複々線化もそうです。これは都民の皆様にとつても大事な

事業だというふうに考えておりますので、これは、そのために
一番いい案を今回も私た

ちはご提示させていただいているというふうに思っております。そういう意味では、こ

れは確実にしつかりやつていきたいというふうに決意を持つております。

2つ 目でございますけれども、この構造形式を選定するに当たりまして、この3つ の

条件、地形的条件、計画的条件、事業的条件、環境の視点がないんじゃないかというよ

うなお話でございました。先程スライ ドでもご説明させていただきましたように、まず

我々としては、構造形式の選定に当たりましては、この 3つ の条件を原則にいつも考え

てお ります。その結果、今ご説明しております併用方式が最もいいということでご提示

させていただいておるんですけれども、環境への配慮につきましては、先程も■■■さ
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んからお話がありましたように、今後、環境影響評価法に基づきまして、アセ
スメン ト

の手続きを進めてまいります。その中で、しつかりと調査、予測評価をいたします。そ

の中で、可能な限り影響が少なくなるように、適切な対応をとつていきたいと
いうふ う

に思つてお ります。ご理解のほどよろしくお願いいたします。

すみません。 1つ 、お話を忘れました。先程、小田急のところで、防音壁がかなり高

いんじゃないかとい うお話でした。小田急のやつも東京都が事業でやつてお りますけれ

ども、私 としてはあそこは1.5m、今回の標準横断図も1.5mに なっておりますが、
レー

ル レベルから1.5mの 防音壁をつくつているというふうには認識はしております。

○東京都 (花井) 引 き続きまして、併用方式を選定した際に、用地面積だけで決めた
の

かというようなご質問だつたんですけれども、そこに至る経緯をもう
一回簡単にご説明

させていただきます。スライ ドを映させていただいておるんですけれども、高架方式、

これは 4線 とも、つまり複々線部分も高架にする、全部高架にするというものでござ
い

ます。地下方式、これは全部地下にする。そして併用方式につきましては、在来線、現

在地上を走つている電車を高架に上げまして、複々線 として増やす線路、
つまり、急行

線、まあ超特急みたいになるのかもしれませんけれども、そ ういうものを地下に
つくる

とい う案でございます。                           '

これ らを検討する際に、スクリ
ーンにございます地形的条件、計画的条件、事業的条

件 とい う3条 件から検討いたします。地形的条件につきましては、両方ともほぼ同等と

い うことになつてございます。計画的条件につきましては、先程来、話が出ておるんで

すけれども、地下方式です と、踏切に 3カ 所支障が出るとい うことで、高架方式、併用

方式に比較 して地下方式が不利になっている。

事業的条件につきましても、高架方式、併用方式の事業費は約2,200億円で、地下方

式が約3,000億円ということでございまして、それらを総合的に検討いたしますと、高架

方式、併用方式はほぼ同等
'と
い う結果でございます。そのほぼ同等 という結果の中で、

どちらを選択するかというときに、より都市計画の面積が少なくなる併用方式を選択し

たとい う結果でございます。

○京正電鉄 (堀)京 王電鉄でございます。回答させていただきます。

複々線、地下線のシ
ール ドトンネルが長くなりますが、火災対策についてどのように

考えているのかということでございますけれ ども、当然、本事業の計画を進めるに当た

りましては、国土交通省から出されている火災対策基準などの諸規則に基
づき、詳細な
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設計を行い、火災対策には万全を期してまい ります。

①司会 そ れでは、そのほかのご質問に移 らせていただきたいんですが、申し訳ございま

せん。携帯電話のほうにつきましては、先程も冒頭でお話 ししましたが、電源をお切 り

いただくか、マナーモー ドに設定していただきますよう、よろしくお願いいたします。

それでは、次の質問に移らせていただきます。それでは、今度は少 し後列のほうに移

らせていただきます。それでは、後列の奥から2列 目の列の前のほうに座っていらつし

ゃる男性の方。

●住民 (調布市東つつじヶ丘・     東 つつじヶ丘の■■■■と申します。調布市

が参加 していないということに、当然、皆 さんと同じく疑問を持ったんですが、資料を

ちょっと拝見 して、これは付属道路がないとs都 市計画の説明会なので入らなかったの

かなと、さつきご説明があつたようなことだろうと想像したんですが、しかし、付属道

路がないからといつて影響がないわけではないので、やはりこれは不適切なことだった

と思います。

現に、仙川 とつつじヶ丘の間で、地上へ出てから、先程の図を見ましても、あそこか

ら高架になることになっている。そうすると、つつじヶ丘の駅は高架になるような図が

書いてあつたわけですが、そのつつじヶ丘の駅については何も触れていないんです。 し

かも、つつ じヶ丘駅の工事が始まるということで、先日、説明会がありました。そのと

きに、京工電鉄さんに、都市高速鉄道10号線 との関連はどうなのかと言いましたら、ま

ずはっき りした答えはありませんでした。ですから、あそこにはその際に、他の方が質

問したんですけれ ども、踏切の問題についても提起されていました。

ですから、こんな話のところで、しかもあの図でもつて、つつじヶ丘駅が高架である

かのような図が書いてありながら、そこは今度の説明の中に何も含まれないということ

は、ただ付属道路があるかないかという問題ではないと思いますので、調布市さんはお

られないので、いたし方ないですが、京王電鉄 さんからつつじヶ丘の現在の工事との関

連性 とか、それから整合性 とか、それから高架にしたときにはどうい うふ うにするかと

い うことをお答えいただきたいと思います。

それか ら、もう1つ は、今思つていたことを先程、説明者の方からおつしゃつたんで

すけれども、複々線というので大いに期待 したわけですけれども、 2線 が超特急とおっ

しゃったとお りで、現在の特急専用になるんだろうと思います。そ うします と、特急を

除いて、特急の通 らない駅で現在かなり混雑 しているわけで、それの混雑緩和には全く

つ
ろ



役立たない。その点をどういうふ うに考えてお られるかs

この 2点 をお尋ねします。

○司会 た だいまのご質問でございますが、まず 1点 目のご質問は、つつじヶ丘駅付近の

今後の計画についてどのように考えているのかというご質問が 1点。 2点 目のご質問に

つきましては、複々線の整備 した際の運行を、どのような電車の運行を考えているのか

とい う運行計画に関するご質問ということでよろしいでしようか。

●住民 (調布市東つつ じヶ丘 ・      ち ょっと違いま
｀
す。 1点 目は、ですから、こ

うい う説明会に調布市が参加するべきではなかったかということも 1点 目に入つていま

す。

①司会 今 回の説明会に調布市さんが出席しなかったことも踏まえてということで回答を

させていただきます。それでは回答いたします。

○東京都 (小野)そ れでは東京都から、まず 1番 目のご質問に対してお答えいたします。

先程、私のほ うから、今回は都市計画の索案の説明会でございます ということで、そ

れぞれ東京都、世田谷区、杉並区、そして京王電鉄の役割をちょつとご説明いたしまし

た。今回、調布市さんのほうは、先程、申し上げましたように、鉄道施設にな り、側道

に関しても、今回、都市計画決定そのものに関わらないということはございますけれど

も、この会場でそ うい うお話があつたとい うことでございますので、私のほうから調布

市さんのほうにも、こういうご意見がありましたよということはお伝えさせていただき

たいとい うふ うに思ってお ります。

○京工電鉄 (堀)京 工電鉄でございます。ご回答させていただきます。

まず、つつ じヶ丘駅の改良工事につきましてですけれ ども、先 日、計画説明会を開催

させていただきましたが、現在、つつじヶ丘の駅には昇降施設が階段 しかない。車いす

の方用の リフ トはございますけれども、そ ういつた意味でバ リアフリ
ーがなされていな

い駅でございます。国土交通省から、2010年度までにという目標年次も定められている

中で、バ リアフリー化は当社にとつても非常に喫緊の課題であるとい うことで、今回、

つつ じヶ丘の駅につきましては、エレベーター、エスカレーターを設置する、橋上駅舎

化とい う工事を進めてまいります。近くですと、.例えば、桜上水の駅などは工事が終わ

りましたし、今、声花公園の駅もそ ういつた形で工事を進めてお りますけれども、そう

いうバ リアフリー化の工事でございます。

つつじヶ丘の駅につきましては、先程もお話 ししましたが、 4線 の高架の都市計画は



ございますけれ ども、これが事業化されるまでバ リアフリ
ー化を行わないということは、

それは問題がございますので、まず喫緊の課題を解決するためにバ リアフリ
ー化の工事

を行 う。ですので、今回、都市計画の変更区間に入つてお ります桜上水駅バ リアフリ
ー

化はできてお りますG橋 上駅舎はできますけれ ども、鉄道がこういつた高架でまた工事

が始まるときには、その施設は取り壊すということになります。

もう1点 、複々線化のお話がございましたけれ ども、現在地上を走っている電車を、

今、スクリ
ーンにも出てお ります赤い線で示してお りますけれども、高架化により立体

化いたします。この計画に合わせまして、明大前駅と千歳烏山駅の 2駅 につきましては、

桜上水駅や笹塚駅のような急行 と緩行列車が接続できる 2面 4線 のホ
ームにいたしまし

て、速達性の向上であったり、乗 り換え利便性の向上を図つてまい りたいと思つてお り

ます。

一方、複々線につきましては、これは当社の競合路線であります 」R中 央線であり、

また小日急線、こういつたものとの競争力のアップとして考えてお ります。多摩地域か

ら新宿方面へのお客様の速達性の向上を目的としてお りますが、こういつた多摩方面か

ら新宿方面へ向かうお客様が、この緑色で示す地下線を使 うことによりまして、今回の

計画区間で、すべてが各駅停車になるわけではなくて、急行列車であるとか、特急列車

も上の線で動かしたいと思つてお りますけれども、こうい うお客様を分散することによ

って、輸送サービスの向上を図つてまいりたいと思つてお ります。

こうい う千歳烏山駅や明大前駅の改良とい うものは、今回のまず連続立体交差に合わ

せて進めていきたいと、この 2面 4線 といいます桜上水駅のような形でホ
ームを改良し

ていきたいとい うふ うに考えてお ります。

ただ、実施時期につきましては、やはり当社としても開かずの踏切の問題は重要な課

題ですので、まずは連続立体交差事業を、事業主体である東京都、また世田谷区、杉並

区などと最初に進めていきたいと考えてお ります。

○司会 そ れでは、そのほかのご質問を受けさせていただきます。それでは、前列のほう

に行かせていただきまして、私の手前から2列 目の男性の方.青 いジャンパ
ーを着てい

らつしやる方。

●住民 (調布市下石原
・
―  市 内 申しますが、下石原に住んでお

ります■■■'と申しますけれども、京工電鉄さんと、あと東京都さんのほうに質問した

いんですが、まず東京都さんのほうなんですけど、住宅密集地なんですが、どうやつて



高架駅を検討されるのでしょうか。

それとか、第 2点 目としては、例えば、この写真の桜上水駅は現在、車両基地なんで

すけれども、この台をどうやつて移転する計画なのでしょうか。

それから、この仙川駅なんですが、現在、エレベ
ーターとか、改札 1カ所とか、エス

カレーターになっているわけですが、この駅は既存というふ うに聞いているんですけれ

ども、この駅も、この図だと地下のほうが特急等の停車しない駅を走らせるという感じ

なんですが、どのように検討されていますか。以上です。

①司会 た だいまのご質問でございますが、まず 1点 目のご質問としまして、住宅が密集

している地域の中で併用式を採用したという、その構造形式、構造をどのように考えて

いるのかとい うご質問が 1点。 2点 目のご質問につきましては、桜上水の駅の脇にあり

ます車庫等の扱いをどう考えているのか。また、仙川駅をどのように今後考えているの

かというご質問ということでよろしいでしょうか。それでは、順に回答いたします。

①京王電鉄 (堀) そ れでは京王電鉄から回答させていただきます。

まず、工事の施工方法につきましては、今後、詳細な施工計画等を作成してまいりま

す。まだ未定ではございますが、安全を第
一に考えてまいります。また、どうしても鉄

道に影響する工事につきましては、夜間にやらざるを得ない工事というのも出てまいり

ますけれども、低騒音、低振動の機械を使用するなど、周辺の皆様にご迷惑をかけない

ように工事を進めてまいりたいと思います。

2点 目、桜上水の車両基地につきましては、現在、あそこに車両基地、桜上水の北側

にございますけれども、今回の計画では、本線の高架化に合わせまして、すべて高架化

する計画でございます。

3点 目の仙川駅の構造につきましては、現在、掘害」の構造で、踏切がない状況でござ

いますので、これは既設の施設をそのまま利用する考えでございます。

①東京都 (花井) 工 事につきまして、東京都にというご質問だつたかと思いますけれど

も、実際工事をやるのは京正電鉄でございますけれども、事業主体としては東京都にな

ります。そのように皆様にできるだけご迷惑をかけないような形で進めてまいりたいと

思つています。

なお、工事に先立ちましては、工事説明会という形で皆様にご説明をさせていただく

ことを考えてございますので、どうぞよろしくお願いいたします。

①司会 そ れでは、そのほかのご質問を受けさせていただきます。それでは、前列のほう



に行きまして、 2列 目の列の奥のほうに、後列のほうに座っている黒いコ
ー トを着てい

らつしやる方。

●住民 (世田谷区南烏山 ・     南 烏出に住んでいる口■■■と申します。先程の

“ さんの点とちょっとかぶるところがあるんですけど、特急を地下に通す という話

でしたね。そのときに、最近、環 8と 甲州街道のところでマンション建設が結構多くな

ってきて、これから人口が増えていくと思 うんですね。その場合に、千歳烏山とか人幡

山とかが高架になっているとい うことで、特急のほうは地下を全部通つちや う。そうし

た場合に、恒久的には準特急が停まる駅が増えるというようなことは、もうないんでし

ょうか。

とい うのがまず 1点 と、あと、計画の予算のほうですね。全部高架にすると2,000億

円で、併用にすると2,200億円で、全部地下にすると3,000億円と聞いたんですけど、併

用化 したときと、全部高架にしたときで、併用化したほうが土地の面積が少なくて済む

とい うのを聞いたんですけど、もし、コス ト重視で全部考えるんだったら、全線高架に

すべきだと思 うんですけど、それはどうお考えですか。

あと、さっきの小田急も防音壁は1.5mで 、ここに書いてあるのも1.5mと ありますよ

ね。1.5mで 多分できます という判断だと思 うんですけど、これからも聞いてはみるとは

言つているんですけど、でも、僕は以前に首都高の近くに住んでいたときに、たしか首

都高さんの防音壁は1.5mよ りも高いんですね。それでもかなりうるさくて、日常会話が

近 くではできないぐらいのあれがあつたので(1.5mで は到底足 りないと思います。その

辺の答えをよろしくお願いします。

①司会 た だいまのご質問でございますが、まず、 1点 目のご質問につきましては、人幡

山の駅等に準特急が停まるとか、そ ういう運行計画をどのように考えているかというご

質問が 1点 。 2点 目につきましては、事業費の考え方についてのご質問とい うことが 2

点 目。 3点 目につきましては、防音壁等の騒音対策についての考えはどのように考えて

いるのかとい うご質問の、以上 3点 とい うことでよろしいでしようか。それでは順に回

答いたします。

①京王電鉄 (堀)京 王電鉄でございます。回答させていただきます。

運行形態についてとい うご質問でございましたけれども、今のダイヤです と、本線と

相模原線から調布の駅に向かう上りの電車というのが、大体 1日 に400本ございます。笹

塚の駅か ら本線の新宿駅もしくは都営線直通の新線新宿駅のほうに行 く列車というのが
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今、合わせて480本ある状況でございますsそ の中であります笹塚から調布の間につきま

しては、例えば明大前駅ですと、明大前から代田橋の駅に向かう列車本数とい うのは約

360本とい う状況でございます。すなわち、笹塚から新宿方面は本線と新線、都営新宿線

直通のほ うで 2線 ずつ 4線 ある形。調布から西側につきましては、本線と相模原線で 2

線ずつ 4線 ある形なんですが、この間の部分が 2線 しかないということで、やはり混雑

の問題であつたりとか、速達性などに今問題があるというふ うに当社としては認識して

お ります。

複々線になったときの運行形態につきましては、まだ決定はしてお りませんけれども、

当然、この中間の駅にお住まいの方々も我々にとつては大事なお客様でございます。今

の特急、急行が本数が全部残るというふ うには今はお約束できませんけれども、当然、

実施 したときのお客様のニーズなどを諮 りながら、計画を進めてまい りたいというふ う

に考えてお ります。

①東京都 (花井) 引 き続きまして東京都からお答えいたします。

まず、 4線 とも高架にしたほうがいいのではないかということですが、ちょつと数字

が先程おつしゃつたのは、私どもの伝え違いかもしれませんけれ ども、高架方式と併用

方式は、比較設計時点で約2,200億円でございます。それに対 して地下方式は約3,000億

円とい うことになってございます。

高架方式と併用方式なんですけれども、併用方式です と、上に上げるのは 2つ の線路

でございます。 ところが、 4線 、線増線といわれる複々線部分も合わせて上に上げます

と、線路が 4つ にな ります。つまり、大体倍になってしまうわけなんですね。ですから、

用地にかかつてくる面積、これから新たに取得する土地につきましても、同じような考

え方で増えてまい ります。そのようなことから、工事費としては高架式のほうが安くな

るんですけれ ども、土地代 と合わせて考えてまいらなければなりません。

また、高架にすることによつて、日影等の影響から、関連側道というのを設けてまい

ります。その影響もございますので、用地費や工事費を トータルで合わせた結果は、同

等 となってまいります。

あと、騒音についてでございますけれども、まず、騒音の対策の今回のスタンスでご

ざいますけれ ども、現段階では、今後、環境への影響につきましては、今後行います環

境影響評価の手続きの中で実際には検討 してまいることになります。その中で、特に鉄

道の騒音の影響につきましては、国の指針がございまして、ちょっと名前が長いんです



けれ ども、「在来鉄道の新設または大規模改良に際しての騒音対策の指針」というのがご

ざいます。これを基準としてお りまして、その際の指針では、騒音レベルの状況を改良

前より改善することとされてございます。つま り、現状より悪化させないよう努めると

いうことになってございますので、この指針に基づきまして
……、(「ちやんと勉強して

くださいよ」などの声あり)す みません。聞いている方もいらつしゃいますので、ご静

粛にお願いいたします。それで、きちんと新しい音源対策です とか、そういうものを盛

り込んで騒音対策を実施 していきたいと考えてございます。

○司会 そ れでは、そのほかのご質問に移 らせていただきます。大変恐縮ではございます

が、お時間のほうも限られてまいりましたので、あと2名 の方で、申し訳ございません、

終了させていただきたいと思います。

なお、本 国の説明会、これまで京工線の沿線各駅で説明会をしてきたんですが、今回

で説明会のほうを終了となりますので、今後も、きょうお配 りいたしましたこちらの白

いパンフレッ トの裏面に問い合わせ先が記載 してございますので、そちらのほうでお問

い合わせ等に対応 していきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。

それでは、最後のご質問のほうを受けさせていただきたいと思います。それでは、真

ん中の列の真ん中にいる眼鏡をかけている男性の方。それとあと、もう1人 、先程から

一番前に座っていらつしゃるブルーのス
ーツの方。それではまとめて順にご質問のほう

をいただきたいと思います。

●住民 (三鷹市 ・―  三 鷹市に住んでいる口■■です。地下線が
一旦つくられてし

まいます と、こちらに対 してホームの増設 とい うのは難 しいかと思いますけれ ども、こ

の地下線にあらかじめホームをつくる駅はどこなんでしょうか。例えば、明大前を地下

にしてしまいますと、高架から地下への乗 り換えとい うのは、恐らく相当な苦労になる

かと思います。その辺の計画をお知らせ願います。

○司会 た だいまのご質問ですが、地下に潜る線路のほうにホ
ームをつくる箇所はどこな

のかというご質問ということでお受けいたします。それでは、もうお
一方、よろしくお

願いいたします.

●住民 (世田谷区 ・― ) 世 田谷区の口■■Bと申します。まず、代田橋の駅なんです

けれども、改札がこの構造だと、ちょつとどこにできるのかなというふうに思いまして、

もし、現段階で決まっているのであれば、どのようにお考えなのかというのを教えてい

ただきたいのが 1点 .

18



先程の方と質問が
一緒なんですけれども、明大前の駅は、今、特急もすべて停まる駅

ですので、通過するということに関してどのようにお考えなのかということをお聞かせ

いただきたいと思います。

①司会 た だいまのご質問でございますが、まず 1点 目のご質問が、代田橋の駅の改札の

位置をどのように考えているのかというご質問が 1点。 2点 目につきましては、明大前

の電車の特急とか、そういう電車の運行の考え方についてどのように考えているのかと

いうご質問ということでお受けいたします。それでは、以上 3点 のご質問について、順

次回答をさせていただきます。

①京王電鉄 (堀) 京 王電鉄でございます。それでは回答をさせていただきます。

まず、明大前の駅、また地下線のホーム計画についてということですけれども、先程

もお話ししました、上の赤い線に明大前駅に待避線を設けまして、 2面 4線 のホ
ームと

する計画でございます。ですので、今見ている上のホ
ームは、そういつた意味では増強

を考えております。

下の緑色の複々線につきましては、中間に駅をつくる計画はございません。これにつ

きましては、多摩地域と新宿方面の速達性を目的としてお ります。ですので、今の特急

電車の運行形態では、明大前の駅というのが停まれない形になりますので、今の特急電

車の運行形態は、上の線路を走る形になりますが、緑色の複々線をつくつたときには、

また別の形態の列車を運行したいというふうに考えております。

あと、もう1点 、代田橋の駅でございますが、パンフレットにございます横断図につ

きましては、ちょうどホームの中間部のところで断面を切つてございます。すなわち、

緑色の複々線がちょうど潜っていくところでござし`まして、代田橋の駅、今ちょうど神

社とかがあるところにございますけれども、基本的に改札日の位置は、今までのまちの

人の流れといつたものがございますので、原則的には現位置をそのまま残していくとい

うことでございます。ですが、世田谷区さんなどの駅前広場 と道路整備の計画などもご

ざいますので、この辺は、今後、詳細を検討していきたいと考えております。

○司会 そ れでは、お時間のほうも9時 を回りましたので、質疑のほうはここで終了させ

ていただきたいと思います。改めて申し上げますが、本日、わかりにくかつた点であっ

たり、質問された り意見等がございましたら、こちらのお配 りしておりますパンフレッ

トの裏面に問い合わせ先が記載してございますので、こちらのほうに問い合わせのほど

よろしくお願いいたします。
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・閉 会

○司会 そ れでは、これをもちまして本 国の説明会を終了させていただきたいと思います。

長い時間にわた りまして、大変ありがとうございました。

午後 9時 02分 閉 会
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